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マンモグラフィーのかけ方
　　　　マンモグラムは、主訴がたとえ片方の乳房のみであっても両側の乳房撮影が基本である。検診ではMLO 
view(mediolateral o blique view,内外斜位撮影)1方向のみの撮影が多いが、診療の際はMLO view およびCC　
view(craniocaudal view,頭尾方向撮影)の2方向を撮影する。両方の乳房は、基本的に左右対称に撮影されるは
ずであり、左右の対称性から外れるものが病変としてチェックされてくる。従って、マンモグラムの撮影は、左右
の乳房が対称となるようフイルムをシャカステンにかかげ、左右を見比べることが基本である。最も一般的なか
け方を示す。

　右MLO　　　　　　　　　　左MLO　　　　　　　右CC　　　　　　　　　　　　左CC



乳房の領域
１方向(MLO)の場合
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　乳頭中央からフイルム縁へ
下ろした垂線から尾側をL、垂
線と乳房下縁の長さと同じ長
さを頭方に伸ばし、垂線と平
行に引いた線とで囲まれた部
分をM、それより頭側をUとす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　
　乳腺下領域（主乳管に該当
する部位）は、乳頭中央から
2cmの部位をS、腋窩（本来の
乳腺から外れた高い位置と判
断される部位）はXとする。

乳房の領域
２方向の場合

左乳房

• A（内側上部）
• B（内側下部）
• C（外側上部）
• D（外側下部）
• E（乳輪下部）
• C’　axillary tail
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腫瘤の形状

a.円形　round

b.楕円形　oval

c.多角形　polygonal

e.不整形　irregular

d.分葉形　lobular

形状：shape…..全体から受ける印象をいう。辺縁は考慮しない。たとえspiculaを有する

辺縁 でも、全体の形状は円形、楕円形ということもありえる。

腫瘤の辺縁
a．境界明瞭平滑 circumscribed

b．微細分葉状，microlobulated　あるいは微細鋸歯状

c．スピキュラを伴う spiculated

d．境界不明瞭 indistinct

e．評価困難 obscured

腫瘍の周囲への浸潤あるいは進展のため境界を追う
ことができない

隣接するあるいは重なり合う乳腺組織のために辺縁が
隠されて評価が難しい



腫瘤の診断フローチャート

腫瘤の候補

別表参照

局所的非対称性陰影

その他の所見へ

腫瘤

境界・辺縁の所見

明瞭平滑 微細分葉状

境界不明瞭

スピキュラを伴う

カテゴリー２ カテゴリー３ カテゴリー４ カテゴリー５

内部に粗大石灰
化を有する場合、

明らかに脂肪を
含む場合はカテ
ゴリー2とする

乳腺実質の少ない
乳房において高濃
度の場合はカテゴ
リー4とする

形状・濃度や背景
乳腺などに応じて
カテゴリー3または
5とする

スピキュラが明瞭で
ない場合や、中心
濃度が低いまたは
小さい場合はカテゴ

リー4とする

腫瘤と局所的非対称陰影の評価（別表）

・スピキュラ

・微細鋸歯状

・微細分葉状

・境界不明瞭

・緩やかに脂肪濃度に移

行

・一部境界明瞭で外部に
向かって凸

・一部境界明瞭で境界面

は凹面を形成する

境界

・ほぼ均一・周辺乳腺と同様の構造を
もつが、濃度が高い

・周辺乳腺の構造と同様内部構造

・中心高濃度・均一・中心低濃度濃度勾配

・高濃度・等濃度から高濃度・低濃度から等濃度対側の同領域と比較した

濃度

・高濃度・等濃度から高濃度・低濃度から等濃度同側の等量の乳腺と比較

した濃度

カテゴリー３カテゴリー１

腫瘤局所的非対称陰影（FAD）

注：数個の微細石灰化、わずかな構築の乱れ、管状影の増強、リンパ節の片側性充実性の腫大などの

所見を伴うと場合には病変の存在がより疑われる。血管陰影などの正常構造は差し引いて読影する。



石灰化の分布
　びまん性　　　　　　　　領域性　　　　　　　　集簇性　　　　　　　　線状　　　　　　　区域性

　　散在性　　　　　　　　　regional 　　　　　　grouped　　　 　　 linear　 　　　segmental

diffuse                        　 　　　　　　　　　　　　 clustered

scattered

良性を考えらせる分布 悪性を考えらせる分布

石灰化の形態
微小円形　

　small round

淡く不明瞭　

amorphous

or          

indistinct

多形性，不均一

pleomorphic　　

　　　or　　
heterogeneous

微細線状

微細分枝状

fine ,linear ,                                       
fine liner

or 
branching



石灰化の診断フローチャート
石灰化

良悪性の鑑別を要する石灰化

形態と分布によって判断する

明らかな良性石灰化

皮膚、血管、線維腺
腫乳管拡張症　　　　
円形、中心透亮性　
石灰乳石灰化　　　　
縫合部、異栄養性

カテゴリー１ 、 ２

カテゴリー５カテゴリー５カテゴリー４カテゴリー３、４線状

区域性

カテゴリー５カテゴリー４カテゴリー３カテゴリー３集簇性

カテゴリー５カテゴリー３カテゴリー２カテゴリー２びまん性

領域性

微細線状

線分枝状

多形性

不均一

淡く

不明瞭

微小

円形

形態

分布

乳腺画像

• 乳腺散在画像

• 乳腺内の脂肪が　
70～90％

• 脂肪に置き換えら
れた乳房内に乳腺
実質が散在してい
る。病変のの検出
は比較的容易であ
る。



乳腺画像

• 不均一高濃度画像

• 乳腺内の脂肪が　
40～50％

• 乳腺実質内に脂肪
が混在し、不均一
な濃度を呈する。
病変が正常乳腺に
隠される危険性が
ある。

乳腺画像

• 高濃度画像

• 乳腺内の脂肪が　
20～10％

• 乳腺実質内に脂肪
が混在はほとんど
なく（いわゆるdanse
breast）、病変検出
率は低い。

 


